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　１８８８年（明治21年）創立で、函館大谷短期大学、函館大谷高等学校、付属幼稚園を
運営・経営する学校法人・函館大谷学園がさらなる特色ある発展、教育内容の充実を目指し
て着実に変貌を遂げている。
　ここ数年来からオンリーワンを全面的に打ち出して生徒の個性を最重視し、２期制・単位
制などの導入で評価高まる大谷高校、コミュニティ総合学科を設置するなどし、地域と一体
になった大学に生まれ変わる函館大谷短大、というように同学園の新時代を見据えた改革は
このところ一段と本格化し、地域の未来を担うフレッシュな若者の育成、教育への様々な新
機軸は大いに注目されるものとなっている。
　そして、２００８年には学園創立１２０周年を迎えることから、これに向けての５年間に
わたる記念事業がすでにスタートし、その柱として歴史と伝統を貫き存在意識を高める総合
学園としての「教育活動の推進」をかかげる中で、現在、工事費１億８千万円を投じて「函
館大谷学園多目的ホール」の建設を進めている。
　短大を中心に高校も幼稚園も利用、各種講演はじめ演劇、演奏会、コンサートなどあらゆ
る試みにフレキシブルに対応できる、記念事業の一貫としての多目的ホールの建設であり、
電動式移動観覧席などの設備を持っていち早く今年８月に完成するー。

　個性を重視した教育内容の充実目指しー

着実に変貌する函館大谷学園
～記念事業の一貫として～

「函館大谷学園多目的ホール」今年8月完成

　
函
館
大
谷
学
園
は
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
１
１
６
年
前

の
１
８
８
８
年
（
明
治
21

年
）
に
創
立
さ
れ
た
。
仏
教

六
宗
派
寺
院
に
よ
っ
て
六

和
女
学
校
と
し
て
始
ま
り
、

１
９
０
２
年
（
明
治
35
年
）

に
は
真
宗
大
谷
派
東
本
願

寺
に
経
営
が
一
任
さ
れ
函

館
大
谷
女
学
校
と
改
称
、

１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）

に
は
同
高
等
女
学
校
と
な

り
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
23

年
）
の
学
制
改
革
で
函
館

大
谷
高
等
学
校
に
校
名
を

変
更
し
た
。

　
１
９
６
３
年
（
同
38
年
）

に
は
女
子
教
育
の
向
上
を

目
指
し
函
館
大
谷
女
子
短

期
大
学
を
開
設
し
、
併
せ

て
附
属
幼
稚
園
２
園
（
昭

和
40
年
・
44
年
）
を
設
置
し

た
。
ま
た
、
１
９
６
７
年

（
同
42
年
）
に
は
地
域
の
要

望
に
応
え
て
高
等
学
校
男

子
部
を
併
設
し
、
こ
れ
を

発
展
・
向
上
さ
せ
る
た
め

１
９
８
４
年
（
同
59
年
）
に

は
男
女
共
学
と
し
た
。

記
念
事
業
最
大
の
眼
目
は

「
教
育
活
動
の
推
進
」！

「
全
体
で
大
谷
を
今
一
度

再
生
・
発
展
さ
せ
て
行
く

こ
と
が
テ
ー
マ
」
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特色ある発展、　　　

2008年
創立120周年

オンリーワンを全面に様々な新機軸！

○2期制・単位制カリキュラム○高大連携
○オープン選択授業＜20数名の外部講師・25講座＞
○コミュニティ総合学科の新設○公開講座・社会人特別講義＜短大＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○幼稚園の地域開放
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜幼保一元化＞

注目される若者育成、
新たな教育への取り組み

　
さ
ら
に
、
２
０
０
０
年
（
平
成
12

年
）
４
月
に
は
短
期
大
学
に
つ
い
て

も
男
女
共
学
を
実
施
し
、
校
名
を
函

館
大
谷
短
期
大
学
と
改
称
、
総
合
学

園
と
し
て
の
広
範
な
教
育
分
野
に
使

命
を
果
た
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
て
、平
成
20
年（
２
０
０
８

年
）
に
は
晴
れ
の
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
た
め

の
記
念
事
業
が
協
賛
会（
名
誉
会
長
・

仁
禮
文
秀
函
館
大
谷
学
園
理
事
長
、

会
長
・
陰
山
静
子
函
館
大
谷
学
園
同

窓
会
会
長
）も
で
き
、す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。

　
送
り
出
し
た
同
窓
生
は
「
約
１
万

８
千
人
を
数
え
る
」（
大
谷
学
園
・
谷

藤
雅
通
常
務
理
事
）と
い
い
、こ
の
創

立
１
２
０
周
年
を
契
機
に
「
学
園
発

展
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
そ
の
偉
業

を
学
び
、
謝
恩
の
念
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
基
に
し

た
人
間
教
育
を
基
礎
と
し
、
地
域
の

要
請
に
応
え
る
教
育
内
容
の
充
実
を

図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
未
来
へ
の

飛
躍
を
願
い
、
本
学
園
の
更
な
る
発

展
の
礎
を
確
固
と
す
る
た
め
に
、
学

園
関
係
者
、
同
窓
会
、
後
援
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
母
の
会
が
合
い
図
り
記
念
事
業

を
行
う
」（
記
念
事
業
協
賛
会
の
趣
意

書
）
と
し
て
い
る
。

　
記
念
事
業
と
し
て
は
、
例
に
よ
っ

て
２
０
０
８
年
秋
に
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
創
立
１
２

０
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
創
立
１
２

０
周
年
に
向
け
て
の
教
育
活
動
推
進
、

学
園
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
、
高
等

学
校
・
幼
稚
園
の
環
境
整
備
の
５
点

を
上
げ
、と
り
わ
け
こ
の
中
で
は「
教

育
活
動
の
推
進
」
を
最
大
の
記
念
事

業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
時
代
は
少
子

高
齢
化
に
突
入
し
、
子
供
の
数
が
ど

ん
ど
ん
減
少
し
、函
館
・
道
南
に
お
い

て
も
中
学
卒
業
生
の
減
少
が
す
で
に

現
実
の
も
の
と
な
り
、高
等
学
校
、そ

し
て
短
大
・
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
保

育
所
・
幼
稚
園
に
あ
っ
て
も
事
情
は

変
わ
ら
な
い
。
勢
い
、
公
立
、
私
学
を

問
わ
ず
、
如
何
に
生
き
残
り
を
図
る

か
の
サ
バ
イ
バ
ル
時
代
に
入
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
創
立
１

２
０
周
年
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
本

学
園
経
営
の
高
校
、短
大
、幼
稚
園
の

各
教
育
内
容
の
一
層
の
充
実
、
特
色

あ
る
発
展
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
、

教
育
活
動
の
推
進
が
記
念
事
業
の
最

大
の
眼
目
。
全
体
で
大
谷
を
今
一
度

再
生
・
発
展
さ
せ
て
行
こ
う
、こ
れ
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
」（
谷
藤
常
務
理

事
）と
し
、こ
こ
数
年
来
か
ら
積
極
果

断
に
進
め
て
き
た
改
革
を
さ
ら
に
推

進
す
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
事
業
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
う
べ
き
形
の
施
設
建
設
と
し

て
「
函
館
大
谷
学
園
多
目
的
ホ
ー
ル
」

の
建
設
が
打
ち
出
さ
れ
、
今
年
春
か

ら
着
工
、高
校
・
短
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
工
事
が
進
行
中
だ
。
１
２
０
周

年
は
４
年
余
先
で
あ
る
が
、
前
段
の

事
業
と
し
て
工
事
費
１
億
８
千
万
円

教育／改革に挑む私学最前線

2008年の創立120周年記念事業の一貫として
今年８月に完成する「函館大谷学園多目的ホール」

（ページ44の写真は外観完成パース）
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を
投
じ
て
押
し
進
め
ら
れ
、
今
年
８

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
建
設
に
当
た
っ
て
は
、「
各
種
講
演

は
も
と
よ
り
、
演
劇
、
演
奏
会
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る
試
み
に
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
ゆ
と
り
あ

る
多
目
的
ホ
ー
ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、「
主
に
大
学
が
使
う
が
、高
校
、

幼
稚
園
の
教
育
活
動
に
も
活
用
す
る
。

同
窓
会
室
を
併
設
し
、
１
１
０
年
余

に
わ
た
る
本
学
の
歴
史
的
な
資
料
を

保
存
、
学
生
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
も
設
け
た
」（
関
係
者
）
と

し
て
い
る
。

　
床
延
べ
面
積
８
３
４
・
９
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し

て
の
講
堂
を
メ
イ
ン
に
、
音
楽
練
習

室
、
同
窓
会
室
、
学
生
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
、
幾
多
の
一
般
控
室
な
ど
を
備
え

る
。

　
講
堂（
多
目
的
ホ
ー
ル
）は
観
覧
席

１
８
６
席
、
予
備
席
４
０
席
の
計
２

２
６
席
で
、
最
大
の
特
徴
は
電
動
式

移
動
観
覧
席
で
あ
る
こ
と
。
ボ
タ
ン

一
つ
で
壁
面
へ
の
収
納
し
、
９
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
フ
ラ
ッ
ト
な
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
作
れ
る
ほ
か
、
電

動
式
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
や

各
種
の
設
備
、
機
材
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
演
劇
、演
奏
会
、コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
観

覧
席
を
半
分
残
す
と
か
、
各
種
ス
タ

イ
ル
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と

い
う
。「
機
能
性
を
持
た
せ
た
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、
全
国
的
に
も
初
の
施
設

に
な
る
」（
同
常
務
理
事
）と
語
る
。外

観
白
を
基
調
と
し
た
、
す
っ
き
り
し

た
ハ
イ
セ
ン
ス
の
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
が
誕
生
す
る
運
び
に

な
っ
て
い
る
。

　
記
念
事
業
の
柱
で
あ
る
教
育
活
動

の
推
進
と
い
う
こ
と
で
は
、
基
本
方

針
と
し
て
「
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
基

に
し
た
人
間
教
育
を
基
盤
と
し
、
地

域
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
教
育
を
展
開
す
る
」
と

し
、
学
園
で
は
函
館
地
区
唯
一
の
仏

教
の
学
校
と
い
う
こ
と
か
ら
宗
教
教

育
の
推
進
、関
係
寺
院
・
同
窓
会
と
の

連
携
の
強
化
、
総
合
学
園
と
し
て
部

門
間
の
連
携
強
化
を
打
ち
出
し
て
い

る
。

　
短
大
の
同
窓
会
が
未
組
織
に
な
っ

て
い
る
な
ど
の
現
状
も
あ
り
、
す
で

に
高
校
と
大
学
が
連
携
し
（
高
大
連

携
）、
ク
ロ
ス
教
育
を
始
め
て
い
る
こ

と
か
ら
同
窓
会
の
連
携
・
統
合
な
ど

を
検
討
す
る
ほ
か
、
お
寺
が
50
く
ら

い
も
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
と
の
連
携

強
化
も
進
め
る
意
向
だ
。

　
大
谷
短
期
大
学
に
関
し
て
は
、
１

０
０
％
の
就
職
率
を
誇
る
な
ど
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
幼
児
教
育

科
の
一
方
で
、
従
来
の
生
活
科
学
科

（
旧
家
政
科
）
に
替
わ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
総
合
学
科
を
新
設
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
学
科
の
充
実
・
発
展
を
図

る
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々

へ
の
開
放
と
い
う
こ
と

で
お
そ
る
お
そ
る
始
め

た
と
こ
ろ
、
思
い
も
か

け
ぬ
大
反
響
を
得
た
と

し
て
い
る
公
開
講
座
の

更
な
る
推
進
を
前
面
に

打
ち
出
し
て
い
る
。

　
す
で
に
具
体
的
に
は

６
月
か
ら
来
年
の
３
月

ま
で
全
19
回
も
の
公
開

講
座
の
日
程
が
月
２
回

の
開
催
で
組
ま
れ
て
い

る
な
ど
地
域
に
開
か
れ

た
大
学
を
目
指
し
、
本

格
的
に
動
き
出
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
２
〜
３

の
講
座
名
を
見
て
み
る

と
、「
ど
う
す
れ
ば
子

ど
も
は
自
ら
学
ぶ
よ
う

に
な
る
か
」（
６
月
５

日
）、「
介
護
者
の
人
間

的
・
効
果
的
な
基
礎
技

術
を
」（
７
月
３
日
）、

「
君
も
ス
タ
ー
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
講
座
」（
10

「一人ひとりの可能性に応える」函館大谷高校ならではのオープン選択講座

〜
函
館
大
谷
高
校
〜

特
筆
す
べ
き
は
オ
ー
プ
ン
選
択
講
座

大
き
な
反
響
・
関
心
集
め
る
公
開
講
座
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月
２
日
）「
か
し
こ
い
子
育
て
に
つ
い

て
」（
11
月
26
日
）、「
や
さ
し
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
入
門
」（
11
月
20
日
）

等
々
、ほ
か
興
味
深
い
、あ
る
い
は
気

軽
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
幅
広

く
用
意
。
外
部
講
師
も
数
多
い
。

　
大
谷
高
校
に
つ
い
て
は
、芸
術
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
少
人
数
個
性
化
教

育
活
動
の
推
進
と
宗
教
・
芸
術
・
情
報

活
動
の
地
域
講
座
の
推
進
を
基
本
方

針
に
上
げ
て
い
る
。

　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
は
今
や
大
谷
高
校

の
代
名
詞
と
も
な
り
、
生
徒
の
個
性

を
重
視
す
る
教
育
と
し
て
の
２
期

制
・
単
位
制
の
導
入
が
行
わ
れ
、そ
の

長
所
を
生
か
し
た
授
業
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。「
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
勉
強
を
進
め
ら
れ
、
や
り
た
い
こ

と
を
探
す
」
単
位
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

高
大
連
携
の
授
業
も
行
わ
れ
、
学
習

と
進
路
の
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
数
年
来
の
改
革
に
基
づ
く
３
年
来

の
基
盤
づ
く
り
が
出
来
上
が
っ
て
、

「
こ
の
上
は
中
身
を
充
実
し
、
発
展
さ

せ
た
い
」
と
強
調
す
る
。

　
で
、こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は「
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
に
応
え
る
多
彩
な

教
育
内
容
の
実
施
」
と
い
う
こ
と
で

の
オ
ー
プ
ン
選
択
授
業
の
展
開
。
ク

ラ
ス
の
枠
を
取
り
払
っ
て
自
由
に
選

べ
る
オ
ー
プ
ン
選
択
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
講
座
名
を
列
記
す
れ
ば
ー
。

〜
ピ
ア
ノ
、
篆
刻
・
ペ
ン
習
字
、
パ
ス

テ
ル
画
、
陶
芸
、
書
道
、
墨
絵
・
ハ
ン

ド
ク
ラ
フ
ト
、マ
リ
ン
バ
、フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
ダ
ン
ス
Ａ
、
洋
楽
器
、
和
楽

器
、
茶
道
、
写
真
研
究
、
合
気
道
、
手

芸
・
調
理
、
和
太
鼓
、
情
報
演
習
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ロ
シ
ア
語
、
英
会
話
、

生
活
と
福
祉
、
実
用
化
学
、
英
語
、
一

般
教
養
、
漢
字
演
習
、
応
用
数
学
〜

　
こ
の
よ
う
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
講
座

が
用
意
さ
れ
、
担
当
す
る
の
は
26
人

も
の
時
間
講
師
の
方
々
。
週
２
時
間

取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
外
部
の
い

わ
ゆ
る
社
会
人
講
師
に
よ
る
オ
ー
プ

ン
選
択
授
業
と
あ
っ
て
生
徒
に
は
人

気
上
昇
の
一
途
に
あ
る
。「
地
域
の
そ

の
道
の
プ
ロ
・
先
生
た
ち
が
講
師
に

来
て
く
れ
て
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
」

（
大
谷
高
校
関
係
者
）。

　
今
や
、「
生
徒
を
送
る
中
学
校
側
の

大
谷
に
対
す
る
信
頼
度
も
高
ま
り
、

評
価
が
上
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
」

（
関
係
者
）
と
さ
れ
、
今
年
度
の
入
学

者
数
も
昨
年
度
よ
り
少
し
上
回
っ
た
。

「
統
一
入
試
」
が
瓦
解
し
、「
複
数
入

試
」元
年
に
な
っ
た
昨
年
の
場
合
、市

内
私
学
の
中
で
大
谷
は
か
な
り
の
健

闘
を
示
し
た
。こ
の
４
月
、こ
れ
を
上

回
る
入
学
者
を
見
た
わ
け
で
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
を
実
践
す
る
改
革
路
線
に

学
園
関
係
者
は
自
信
を
深
め
て
い
る
。

「
こ
の
う
え
は
よ
り
一
層
先
生
た
ち
に

熱
を
入
れ
て
も
ら
い
、
教
職
員
一
体

と
な
っ
て
進
め
た
い
」（
谷
藤
常
務
理

事
）
と
話
に
も
力
が
入
る
。

　
幼
稚
園
は
ど
う
か
。
幼
保
一
元
化

と
い
っ
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
の

幼
児
教
育
の
充
実
、
そ
し
て
園
の
開

放
充
実
を
さ
ら
に
積
極
化
す
る
。

　
市
内
本
通
と
大
野
町
に
短
大
附
属

の
各
大
谷
幼
稚
園
を
設
け
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
両
幼
稚
園
共

に
そ
の
施
設
に
は
定
評
が
あ
る
。
特

に
、
附
属
大
野
幼
稚
園
に
あ
っ
て
は

平
成
11
年
に
改
築
が
行
わ
れ
、
環
境
、

施
設
内
容
な
ど
道
内
で
は
一
番
と
い

う
ほ
ど
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
昨
今
は
地
域
の
子
ど
も

も
施
設
に
入
れ
る
と
い
う
園
の
地
域

開
放
が
行
わ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
き

て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
い
、
こ
れ

を
さ
ら
に
推
進
す
る
意
向
に
あ
る
。

　
大
谷
学
園
ー
大
谷
高
校
・
大
谷
短

大
は
確
実
、
着
実
に
、
特
色
あ
る
教

育
、
新
た
な
発
展
を
目
指
し
て
変
貌

し
て
き
て
い
る
。

教育／改革に挑む私学最前線

函館大谷短期大学附属大野幼稚園


